
社会資本総合整備計画

安全で快適な都市環境の形成と防災性の向上を図る市街地整備（防災・安全）

広島市
ひ ろ し ま し

平成２５年　３月



平成 25 年 3 月 28日

6 安全で快適な都市環境の形成と防災性の向上を図る市街地整備（防災・安全）
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 広島市（広島市）

・土地区画整理事業を実施することにより、家屋が移転し老朽住宅が少なくなり、公共施設も整備され防災上危険とされる密集市街地を減少することを目標とする。

（H22当初） （H24末） （H26末）

施行地区内の宅地総面積及び仮換地指定済みの宅地面積をもとに仮換地指定率を算出する。

仮換地指定率＝∑（仮換地指定済みの宅地面積）／∑（施行後の宅地総面積）＊１００

※仮換地指定率が増加することにより、使用収益が停止され家屋が移転されるため老朽住宅が減少する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

6-A-2 都再区画 一般 広島市 直接 向洋駅周辺青崎土地区画整理事業 広島市 971

合計 971

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

6-B-2 街路 一般 広島市 直接 1,328

合計 1,328

番号 備考

6-B-2

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

6 安全で快適な都市環境の形成と防災性の向上を図る市街地整備

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

6-A'-1 都市再生 一般 広島市 直接 1,029 防災・安全移行元

6-B'-1 街路 一般 広島市 直接 152 防災・安全移行元

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

152百万円 Ｃ’ 0百万円 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 0.0%Ａ’ 1,029百万円 Ｂ’

事業種別 事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

広島市 広島市段原東部地区都市再生整備計画事業 土地区画整理26.5ha 広島市

広島市 段原東部地区（区画整理） （都）比治山東雲線外 L=1,642m 広島市

計画等の名称

事業種別 事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

一体的に実施することにより期待される効果

その他関連する事業

一体的に実施することにより期待される効果

都再区画（6-A-2）と一体的に実施することにより、家屋が移転し老朽住宅が少なくなり、公共施設も整備され防災上危険とされる密集市街地を改善することができる。

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

広島市 向洋駅周辺青崎地区（区画整理） （都）青崎中店線外　L=537ｍ 広島市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

広島市 土地区画整理　6.1ha

Ｃ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

78.5% 82.0% 87.0%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,299百万円 Ａ 971百万円 Ｂ 1,328百万円

本市は、平成１３年１月に策定した、広島市の都市計画に関する基本的な方針（広島市都市計画マスタープラン）において「安全・快適で質の高い都市づくり」を基本姿勢として掲げ、それを具体化する都市整備の方針
の中で、既成市街地の計画的な更新を進めることとしている。この方針に従って、本市が施行者となり土地区画整理事業を実施することで安心・安全のまちづくり及び防災機能の向上を推進するものである。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標



社会資本総合整備計画（市街地整備）参考図面

計画の名称 ６　安全で快適な都市環境の形成と防災性の向上を図る市街地整備（防災・安全）

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 広島市（広島市）交付対象

6-A’-1（その他関連する事業）

広島市段原東部地区都市再生整備計画事業
A=26.5ha

W=6～16m

6-B-2

向洋駅周辺青崎地区（区画整理）

A=6.1ha
W=8～20m

6-B’-1（その他関連する事業）

段原東部地区（区画整理）

A=26.5ha
W=12～25m

凡 例

：基幹事業

：関連社会資本整備事業

：効果促進事業

：再開発促進地区

6-A-1

広島市段原東部地区都市再生整備計画事業
A=26.5ha

W=12～25m

6-Ａ-2

向洋駅周辺青崎土地区画整理事業

A=6.1ha

W=6～13m



別紙２

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

社会資本整備総合交付金チェックシート
（汎用タイプ）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性

計画の名称：　安全で快適な都市環境の形成と防災性の向上を図る市街地整備（防災・安全）　　都道府県名：　広島市
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